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事業所名 キッズサポートあるふぁ 支援プログラム 作成日 令和8年3月4日

〇青森県すこやか福祉事業団　　　私たちは、すべての人がお互いに尊重し合い、安心して暮らしていける社会の実現を目指します。
〇ライフサポートあおば　　　　　共感・協働・共生法人（事業所）理念

〇私たちは、本人と家族の思いを大切にし、共に歩みます。
〇私たちは、支援の輪を大きくするため、職員同士、そして関係者と協力し合います。
〇私たちは、みんなが普通に暮らしていけるよう、地域との架け橋になります。

支援方針

人間関係
社会性

言語
コミュニケーション

開所時間

支　援　内　容

本
人
支
援

13時30分

午後クラス 15時30分 17時15分

主な行事等

〇年間行事/年間イベント
・ゲーム活動　・音楽活動　・制作活動　・おやつ活動　・外遊び　・読み聞かせ　・リズム体操　・ペープサート　・食育関連　・身体測定　/・公園外出　・卒園式
〇避難訓練(月1回)
想定：火災、地震、風水害、感染症、不審者来所対応

地域支援・地域連携

家族支援

認知・行動

運動・感覚

健康・生活

●集団内でのルールやマナーの理解、協力、ものの共有、並行活動等を通して、アタッチメントの形成や人間関係の形成、自己理解と行動の調整を行い、仲間づくりと集団活動に参加ができるよう支援
を行います。
主な取り組み…現段階の社会性を踏まえた遊びの設定（模倣、並行、共有、貸し借り、順番、ルール）、要求（援助・不足）、手伝い、感情のコントロール（把握、対処法）

●コミュニケーションの基礎的能力の向上、言語の受容と表出、形成と活用、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得、コミュニケーション手段の選択と活用、状況に応じたコミュニケー
ション等ができるよう支援を行います。
主な取り組み…ＰＥＣＳ、声の大きさ、話す順番、交渉、要求（援助・不足）、二語・三語文復唱、音読

●視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用しての情報収集、情報と行動の結びつき、時間等の概念の形成と行動との結びつき、感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及
び適切行動への対応の支援を行います。
主な取り組み…自発的な活動の確認の習得（工程、手順、終わりの確認・次の活動への移動）、概念形成（色、数、図形等)、待つ

●姿勢と運動・動作の基本的技術の向上、保有する感覚を活用し、感覚の特異性等に配慮しながら、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持、微細運動や粗大運動を身につけられるよう支援を行い
ます。
主な取り組み…微細運動、粗大運動、姿勢保持、日常生活に必要なスキルの獲得、感覚遊び、感覚の特性への対応

●安全な生活のための健康状態を維持・改善、生活習慣や生活リズムの形成、基本的生活スキルの獲得などができるよう支援を行います。
主な取り組み…身辺自立（衣服の着脱、靴の脱ぎ履き、食事、排泄等）、健康管理、休憩、感情の発散方法、片付け、手伝い、終わりの確認、自立課題

送迎実施の有無
※保育所等への送迎のみ
※地域によっては要相談
※午後クラスの送りなし

あり

・定期的な面談の実施（半年に１回以上）・アセスメント結果等の開示
・支援内容、支援方法のフィードバック
・家庭訪問・きょうだい児への配慮
・電話、メール等を活用しての助言・相談・毎回の記録の配布
・支援動画の開示・ペアレント・トレーニングの実施
・保護者懇談会、保護者学習会の開催

・保育所等との連携、情報共有
・保育所等訪問支援事業所との連携、情報共有
・障害児等療育支援事業の実施
・青森市障がい者自立支援協議会への参画（障がい児部会）
・青森市発達支援連絡会の開催

移行支援

職員の質の向上

・移行先との調整
・移行先（就学先、事業所）への情報提供（アセスメント結果等）
・移行支援会議への参加
・移行後の支援方法等の助言・提案

１)内部研修 （事業所内研修）
　①年度当初研修、②支援技術研修（年5回）、③BCP研修（自然災害・感染症）、④研修虐待防
止・身体拘束研修、⑤個別支援計画作成研修、⑥リスクマネジメント研修など。
２）法人内研修
　①新任職員研修、②階層別研修、③専門分野別研修、課題別研修など
３）外部研修 ※近年の派遣実績
　①強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践）、②サービス管理責任者等研修（基礎・実践・更
新）、③相談支援従事者初任者家修、④初任職員研修、⑤中堅職員研修、⑥PECSレベル１ワーク
ショップ、⑦自閉症支援セミナー、⑧支援者のための自閉症講座、など。

まで17時30分から8時30分
午前クラス

サービス提供時間
9時00分


